
「九州ダムフォトコンテスト」は、より多くの方にダムに親しんでいただき、ダムの役割や

自然との調和について知っていただくことを目的として実施するものです。下記の応募要領

に基づき募集いたしますので、奮ってご応募ください。

◆応募資格／どなたでも応募できますが、撮影者本人による応募に限ります。

◆応募期間／令和４年11月11日（金）締切

◆応 募 先／ダム工学会九州地区連絡会ｗDN実行委員会　事務局

　　　　　　〒810-0004 福岡市中央区渡辺通1丁目1番1号　電気ビルサンセルコ別館10F 

　　　　　　　　　　　   西日本技術開発株式会社：澤田、大津

　　　　　　　　　　　　　　wdn-kyushu@wjec.co.jp

◆応募方法／JPGファイル２MB以下（圧縮可）をメールに添付してご応募ください。

◆応募作品数／１人１作品とさせていただきます。

◆応 募 票／下記１～５をメールに記載してご応募ください。

　１. 郵便番号・自宅住所・氏名・年齢(何十歳台)・職業・電話番号・メールアドレス

　　　ｗDN開催時にweb会場内で掲示させていただきます。

　　　匿名希望者は、氏名の他、匿名の追記をお願いいたします。

　　　応募いただいた写真は、次年度のポスターに掲載させていただく場合がございます。

　２. ダム名・所在地

　３. 写真タイトル及びコメント（簡単な感想など）をお願いいたします。

　４. 撮影年月日（無期限）

　５. 応募動機（ポスター、チラシ、ホームページ、知人からの紹介等）

◆応募作品の帰属／応募作品は応募者本人が撮影し、全ての著作権を有しているもので、

　　　　　　　　　過去未発表のものに限ります。

◆審　　査／ｗDN当日に参加者の皆様に投票していただきます。

◆　  賞 　／最優秀賞１点・優秀賞２点

◆賞　　品／賞状（盾）をお渡しします。

◆発　　表／2022ｗDN in Kyusyuで発表及び表彰いたします。当日、当選者が不在の

　　　　　　場合は、メールにてお知らせするとともに、賞品を郵送いたします。

1）九州管内(沖縄県を含む)に位置するダムに関連する写真で、堤体(工事中含む)・関連構造物・ダム湖・ダムに関連
　  するイベント等の写真が対象です。ただし、砂防ダムは除きます。

2）撮影者の所在地は問いません。九州管内のダムを撮影された方であれば、どなたでも応募可能です。

3）写真は、JPGファイル２MB以下(圧縮可)のメール添付でご応募ください。合成写真・画像処理されたものは、応募
　  できません。

4）被写体に人物等が入る場合は、本人の承諾を得てご応募ください。肖像権侵害等の責任は負いません。

応　募　要　領

2022



プ ロ グ ラ ム 紹 介

１．講　演

　　◆ふるさと朝倉の復旧・復興　現状とこれから
　　　　朝倉市長　　林　裕二

　　　「ふるさと朝倉を取り戻す」の理念の下、一日も早い九州北部豪雨災害からの復旧・復興に全力で

　　　取り組んで参りました。多くの皆様のお力添えをいただいております復旧・復興の状況とともに、

　　　湖(ダム湖)を取りまく地域振興の取り組みについて皆様にご報告します。キーワードは

『回廊』です。

　　◆寺内ダムの魅力　～あさくらの四季　ダムと自然を愛でる～
　　　　ダムマイスター　朝倉市３ダム愛好家　　三ちゃん

　　　寺内ダムをかかりつけダムと呼ぶ寺内ダムの魅力について、寺内ダムに訪れたくなる春夏秋冬の四季

　　　の写真及び朝倉市のダムグルメ、ダムグッズなど民間のダム活動を紹介いたします。

　　◆ダム湖と海の共演　～インフィニティダム湖の展望を楽しもう～　　　　　　
　　　　　
　　　　アマチュアダムフォトグラファー　　川北　和義（kazu_ma）

　　　海の見えるダムは九州にたくさんありますが、その中でも堤体を隔ててダム湖と海がまるで一つに

　　　なっているように見えるスポットを紹介します。湖と海、そして空のコラボレーションについて写真

　　　を通じて楽しんでいただけたらと思います。

　　◆南阿蘇・立野ダムインフラツーリズム
　　　　一般社団法人みなみあそ観光局・事務局長　　小笹　和幸

　　　2023年度に完成を迎える「立野ダム」、その魅力や希少価値を観光資源として活用したインフラ

　　　ツーリズムについてご紹介いたします。建設途中の現場ならではの体験価値や防災教育と連動した

　　　プログラム展開、またグッズ開発など “地域密着・自立運営”をキーワードにした取組を観光の視

　　　点を交えてお話いたします。

　　◆土木の価値と使命を伝えよう
　　　　噂の土木応援チームデミーとマツ共同代表　　松永　昭吾

　　　子ども向け土木体験イベント、土木写真撮影などを通じた広報活動や、ＴＶ、新聞などのメディアの

　　　巻き込み方について、立野ダム工事を中心としてご紹介します。

２．2020九州ダムフォトコンテスト
　　応募いただきましたダム関連写真の審査発表・表彰を行います。審査発表にあたっては、応募状況

　　  等をご紹介いたします。

　2019ｗDN in Kyusyuにひきつづき、FM福岡パーソナリティkaedeさんにお願いしております。

　kaede さんは、FM福岡ブッチカウントレディオ他、歌い手、MCなどで活躍中です。
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